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国際ロータリー第 2620地区  藤枝南ロータリークラブ会報  2025年 9月 12日（金）Ｎo.9 

例 会 第１６１１回 通常例会/小杉苑  

ソング：四つのテスト、月の砂漠 ソングリーダー：鈴木健夫君 

■ 会 長 挨 拶           鈴木寿幸君 

皆さんこんにちは、本日も藤枝南ロータリーク

ラブの例会にご出席いただきありがとうござい

ます。本日は、静岡 RC から 2020-21 年度 志田

パストガバナー、2022-23 年度 浅原パストガバ

ナー、2025-26年度 寺戸地区副幹事、2025-26年

度 静岡 RC 坂上副会長の 4 名のかたをお迎え

しての例会となります。2026-27 若林ガバナー年

度にあたり、地区大会等、準備委員会の作成した

資料を基に「ガバナーの心構えと排出クラブの協

力について」講話と激励をいただけることに感謝

いたします。 

先週の 9 月 5 日（金）は台風 15 号の通過に伴

い、静岡県では、竜巻などの突風によると考えら

れる被害が、牧之原市、吉田町、焼津市、藤枝市

の複数の市と町で発生しました。被害に遭われた

方々に心からお見舞いを申し上げます。 

藤枝市でも大雨となり、例会場の小杉苑さんの

前面の道路も、駐車場も 20～30㎝ほど冠水し、し

ばらくは、駐車場に向かえない状況でした。 

台風の影響は、牧之原市、吉田町では、国内最

大級の風速 75ｍの竜巻の発生などにより、大きな

被害が出ており、９日（火）には、林官房長官は、

「静岡県内 9 市 1 町には災害救助法」を適用し、

被災者が元の生活を取り戻すことができるよう

に取り組んでいきたいと述べました。 

被害状況は、県のまとめでは、吉田町で死者 1

名、重傷は、牧之原市と吉田町で 8 名、軽傷は、

焼津市 1 名、伊東市 1 名を含め 75 名。住宅の被

害も相次ぎ、全壊 2 棟と半壊 161 棟、一部損壊

1,303 棟、それに住宅が水につかる被害をあわせ

て 1,836棟にのぼっています。 

9月 10日には、稲葉ガバナーから、義援金の協

力依頼文が届きました。  

この度、静岡県で「令和 7 年台風 15 号災害静岡

県義援金」の受付を開始した地区内クラブからの  

義援金を一括して集め、静岡県に届けたい、義援

金の受付は、9月 10日～10月 31日（金）との内

容でした。 

義援金の依頼に対しては、スピード感を持って

対応したいと思いますので、クラブ会計予備費か

ら 1人、1千円を拠出し、9月 16日にガバナー事

務局に送りたいと考えております。その後の対応

は、10月理事会でと考えております。 

最後に本日の例会が、ご出席の皆様の新たな発

見や気づきの例会になることを願っております。 

本日もどうぞよろしくお願いいたします。 
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■ 出 席 報 告           山田幸保君 

本日のホームクラブ 

出席者 
前回の補正出席者 

39／48 81.25％ 46／48 95.83％ 

(１)欠席者（事前連絡とメークアップをどうぞ） 

○伊藤彰君○稲葉君○内山君〇川口君○内藤君 

○中山君○望月君○山田壽君  笠原君 

(１)メークアップ者 

渡邊芳隆君(藤枝)  

 

パーフェクト例会数：                         

欠席連絡は、当日朝１０時前までにお願いします 

 

 

■ スマイル B O X        山田幸保君 

・国際ロータリー第 2620地区 2020-21年度パス 

トガバナー 志田洪顯様 2022-23年度パス 

トガバナー 淺原諒蔵様 2025-26年度地区副 

幹事 寺戸常剛様 2025-26年度静岡 RC副会 

長 坂上康様 本日は、藤枝南クラブに御来 

訪頂きありがとうございます。皆さまのご来 

訪に感謝してスマイルさせていただきます。 

                鈴木寿幸君 

・志田パストガバナー、淺原パストガバナー、 

 寺戸副地区幹事、坂上会長エレクト、ようこ 

そおいでになりました。今日はよろしくお願 

いします。          若林秀典君 

・誕生日プレゼントありがとうございました。 

 美味しくいただいてます。   小池吉徳君 

・結婚記念日のお祝いありがとうございました 

                早川清人君 

・結婚記念日のプレゼントをありがとうござい 

ました。           渡邊芳隆君 

・結婚記念日プレゼントありがとうございます 

 今年で 50年になりました。   渡辺哲朗君 

・結婚記念日プレゼント有難う  朝比奈絜君 

 

スマイル累計額 ４１４，６０２円 

■ ビ ジ タ ー              

国際ロータリー第 2620地区 

2020-2021年度パストガバナー 志田洪顯様 

 2022-2023年度パストガバナー 淺原諒蔵様 

 2025-2026年度地区副幹事   寺戸常剛様 

 2025-2026年度静岡 RC副会長  坂上 康様 

■ 会 員 卓 話                        

佐野芳正君 

国際ロータリ－第 2620 地区 2026～2027 若林

秀典ガバナ－年度 藤枝南ロータリ－クラブ 

主管行事 基本計画について 

（詳しくは、当日配布した資料をご覧ください） 

① ＰＥＬＳ（前ＰＥＴＳ） 

日程：2026 年 3 月 22 日 （日曜日）  

会場：小杉苑 参加人数：約 200 名 

② クラブリーダーシップ・ラーニングセミナー 

（旧地区協） 

日程：2026 年 4 月 26 日（日曜日）会場：静岡ツ

インメッセ 北館 参加人数：約 900 名 

③ 地区大会 

・1 日目 会議  

日程：2026 年 10 月 24 日 （土曜日）  

会場：ホテルオ－レ 参加人数：約 230 名 

・1 日目 交流会 

日程：2026 年 10 月 24 日 （土曜日）  

会場：小杉苑 参加人数：約 230 名  

・2 日目 会議 講演会 

日程：2026 年 10 月 25 日 （日曜日）  

会場：静岡県武道館 参加人数：約 1200 名 

④ エクスカ－ション 

日程：2026 年 10 月 24 日 （土曜日） 

食事準備数 食事提供数 残 累計残 

47 45 2 5 



  1611 

■ パストガバナー卓話                

国際ロータリー第 2620 地区 

2020-2021 年度パストガバナー 志田洪顯様 

１． ２６２０地区の現状報告  

①コロナ終息後、経費の増加と地区事業の増加が

クラブの負担激増を起こしていること。 

②インフレは年々進み経費増、特に間接費、管理

費の増加が食い止められていない。 

③従来事業の継続＋新ガバナーの新規事業＝経

費増間違いなし 

④他地区の素晴らしい事業を知れば！→増える

こと間違いなし 

⑤１０人２０人のクラブでは参加費・地区負担金

に耐えられない。 

⑥会長の自己負担増→会長なり手がいない→今

後のクラブ解散につながる 

２． ガバナーエレクトのオーランド国際協議会・

ロータリーの虎の穴での訓練 

①世界中の５００人以上のエレクトと５００人

以上のパートナー＋RI 職員＝１２００人以上が

集合する。 

②１週間夫婦とも缶詰、午前の総会、午後の RLI

形式会議はもちろん、毎晩の刺激的パーティ、人

種のるつぼでの国際交流 

③感化されて当たり前。若林氏も人が変わってし

まうこと間違いなし。 

３．藤枝南クラブの協力と支援。地区幹事以下ク 

ラブ組織スタッフとのトラブル防止。 

①来年２月帰国後の若林氏を生意気としないで

理解してやってください。 

②静岡クラブでもガバナー年度には毎回トラブ

ルが発生します。 

③ベテラン富さんの上手なブレーキを。 

④私の同級生小林氏のやさしさを。 

⑤クラブ会長・幹事をはじめ会員諸氏のご支援を。 

⑥藤枝南クラブの活躍を楽しみにしています。 

⑦若林氏がパストガバナーになったら藤枝南ク

ラブを挙げてお祝いしてください。 

 

 

国際ロータリー第 2620 地区 

2022-23 年度パストガバナー 淺原諒蔵様 

藤枝南 RC の卓話にお呼びいただきありがとうご

ざいます。 

2022-23 年度、イマジンロータリーでガバナーを

務めました浅原でございます。 

さて本日は若林ガバナーエレクトの激励と言う

ことでお邪魔させて頂きました。 

改めて言うまでもなく、若林 GE は来年の其の時

に向けて、忙しく準備をされているところでしょ

う。最近では GETS というセミナーに出席され、

全国の 34 地区の同期 GE が一堂に会して RI の

新しい動きについて学ばれるなど、次年度に向け

ての準備を着々と進めております。 

然しながら、若林 GE 一人では、いくら頑張って

も地区の運営は成り立ちません。ここに居られる

藤枝南 RC の全員の後押しがあって、初めて地区

運営は可能となります。また地区幹事を筆頭とす

る地区スタッフと言われる方々のご負担も並大

抵なものではありません。 

ですから私は若林 GE お一人の激励ではなく、次

年度ガバナーを支える藤枝南 RC 全員の激励とい

うことで本日、こちらに寄せていただきました。 

明日 13 日、土曜日の午前 10 時半から行われる第

２回地区諮問委員会の資料が昨日、ガバナー事務

所から送られて来ました。 

資料は、26-27 年度の地区組織図と地区関係行事

とガバナー公式訪問予定表といった次年度の地

区運営についてとの資料でした。 

地区組織図はまだ空欄の部分が多く見受けられ

ましたが、これから急ピッチで地区組織を担う

方々が決まって行くことと思います。 

或る意味、ガバナーよりも GE の時の方が忙しい

かもしれません。ガバナーになってしまうと、決

められたスケジュールをこなしてゆくだけで身

体的には、忙しい日々となりますが、GE の時は

新たな仕組みや計画を考えると云った具合に頭

の方を悩ますかも知れません。 

GE 時代の企画や計画によって、ガバナー年度の
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全てが決まると言っても過言ではありません。 

ですから今、この時間を大切にしてください。 

これからの流れとしては、今月中に地区委員会の

担い手を決め、10 月には次期地区チーム・ミーテ

ィングが開催されるといった具合に次年度に向

けて、色々なことが動き出します。 

もう一つお伝えしたいことは地区予算の件です。

稲葉年度の今年から地区予算の金額が千円、値上

げとなりました。2620 地区の会員数が年々、減少

していることに加え、諸物価高騰もあり値上げと

なりましたが、工夫の余地は未だあった筈です。

最近の地区予算の中で大きな割合を占めている

のが管理費であり、事業費よりも管理費の方が多

額となるなど問題も見受けられます。色々と大変

とは思いますが、その年度の収入で、その年度の

支出を賄うといった年度収支の帳尻を合わすこ

とは団体決算の基本であることは、改めて言うま

でもありません。 

これから若林年度の予算を策定するタイミング

となりますが、地区財務委員長と十分な打ち合わ

せをお願いします。 

注文ばかりとなりましたが、若林 GE は私の年度

で、地区副幹事として活躍された経験の持ち主で

あり、また此処、駿遠地区から誕生する初めての

ガバナーとなる訳で、必ずや期待に応えてくれる

ものと思っております。 

若林 GE のご活躍をご祈念申し上げて、本日の私

の卓話とさせていただきます。 

ありがとうございました。 

 

 

 

例会プログラム

 

 

 

■ 今週の一言         大村和宏君 

最近の好きな

言葉は「ケセラ

セラ」です。 

歌の題名であ

った言葉です

ね。 

一昨年のレコ

ード大賞もミ

セスグリーンアップルが歌った同名タイトルの

曲でしたが、僕は多分ペギー葉山さんのカバーを

耳にしていたんだと思います。もっとも直接的に

は先代の杉山健吉の奥様（僕の叔母にあたります

が）壽子さんがいっとき、よく口にしていたのを

聞いて覚えたんだと思います。 

もともとは、ドリスデイの知りすぎた男の挿入歌

ですが、その映画は全編を見たことはありません。 

語感はスペイン語っぽいですが、スペイン語の文

法とはちょっと違うそうです。 

一般的には「なるようになるさ」的に訳されてい

るようです。が、映画のシーンではお母さんが子

供に話している場面だったと思います 

続く歌詞は「Whatever will be,will be」 

なので「どうすることもできるのよ」かなという

気もします 

にたような言葉は「レットイットビー」でしょう

か。僕的には「（あるがままを）受けいれる」的な

受動的なイメージが強いので、 

「僕はいっしょけんめいやってるよ 

まあでもケセラセラさ」的な意味合いでこの言葉

が好きです。 

子供の頃は家康訓の「人生は重き荷をしょってゆ

くがごとし、おごるべからず・・・・」を座右の

銘としてよく使っていたような記憶があります。 

その反動かもしれません 

ケセラセラ 私の好きな言葉です 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例会日 クラブ行事 摘要 

10/3(金) 

第 1612回 
米山記念奨学生卓話 理事会 

10/10（金） 

第 1613回 
移動例会 総合運動公園 

10/24(金) 

第 1614回 
会員卓話 小杉苑 

10/31(金) 

第 1615回 
早朝例会  
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☆交換留学 山本空 8月マンスリーレポート☆(2025’9’4 update) 
１． 気候と自然 

ハンガリーはとにかく乾燥していて、ちょっと外に出ただけでも喉がカラカラになります。夏は日が

長く、気温もそんなに高くないので過ごしやすいです。雲が少なくて青空の日が多いのも印象的で

す。冬は雪が降ることもあるそうです。 

２． 建物と街の様子 

建物は全部洋風で、細かい模様があってすごく高いです。ブダペストはドナウ川をはさんでブダとペ

ストに分かれていて、ブダは歴史的な建物が多く落ち着いた雰囲気、ペストは商業的でにぎやかで

す。街には小さな銅像があちこちにあって、探すのも楽しみの一つになっています。 

３． 家庭での生活 

ホストファミリーの家ではトイレの扉は宝箱のカギのようなものを使ってロックします。窓は上から

開くタイプと横に開くタイプの両方がありました。お風呂は毎日入らない人も多く、タオルも一週間

同じものを使い続けるのはちょっと驚きでした。 

４． 食事 

ハンガリーでは昼ごはんが一番大事で、スープとメインをしっかり食べます。夜はけっこう軽めに済

ませることが多いです。休日はごはんの時間がすごく遅くて、昼が午後 2～3時、夜が 9～10時なんて

こともあります。味付けは全体的に薄めだけど、ハムやベーコンなどの肉類は濃いものが多いです。

パンもよく食べます。あとびっくりしたのは、子どものお腹の調子が悪い時にコーラを飲ませるって

いう習慣。ハムとメロンを一緒に食べることもあるそうですが、正直あまり合いませんでした。 

また米を作って頂き、ハンガリーでは炊飯器が存在しなく、鍋で少量の水とで作ります。日本の米と

比べて一粒が長くぱさぱさした感じです。 

５． 人々の性格や文化 

ハンガリーの人は日本人に雰囲気が似ているところもありますが、感情表現は大きめです。公共の場

でも隠さずに出すし、家族や恋人との関係はとても親密。ハグやキスは当たり前です。あと、電話好

きな人が多くて、街中で電話している人をたくさん見かけます。 

６． タバコとお酒 

街にはタバコ専門店があって、電子タバコや長いタバコ、短いタバコなど種類もいろいろ。18歳から

OKですが、未成年でも吸う人は多いそうです。家庭でも親や祖父母が子どもに強制せずに「本人の自

由」みたいにしているのが印象的でした。ホストの兄弟からタバコの何十倍もニコチンをとれるガム

のようなものを使っていると聞き、それは肺には影響はないが代わりに口内に影響がでるらしいで

す。誕生日会などでは、大人たちは必ずお酒を飲んでいて、ハンガリー名物の「パーリンカ」という

度数 40くらいのお酒が有名です。 

７． 学校生活 

僕の学校はカトリック系で、週の始まりは教会からスタートします。プロムという大きなイベントが

あって、ダンスを練習して披露するらしいです。クラスは 30人いかないくらいで 2クラスしかありま

せん。ハンガリーには中学校がなく、自分の学校は小学校から高校まで一貫になっています。部活動

はなく、代わりに校外のクラブや活動に参加します。先生は全員が英語を話せるわけではなく、イギ

リス英語が主体です。 

学校が始まって 2日ほどになります。まず日本と全く学校の形態、雰囲気、生徒の感じが 180度違っ

ていて、クラスは 17人の女子、10人の男子で構成されていて英語を中心に学ぶようなクラスです。で

すがこの二日で大きなショックを受けました。ほとんどの男子は先生へのリスペクトがかけていると

感じました、先生が喋っている時に騒いだり、ケータイなどで大きな音量で音楽などを流したりと彼

らは自分のしたいことは何でもできると思っています。先生は手に負えないような感じでした。これ

がヨーロッパであると痛感しました。ホストファミリー曰くハンガリーの子どもは 18歳まで学校に通

わないといけなく、日本のように試験に合格して自分の通いたい高校に通っているわけでないとのこ
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とです。ヨーロッパでは女子はメイクが可能で男子もイヤリングは可能であるそうです。ですが優し

い方もいて、翻訳などしてくれます。 

８． 言葉 

ハンガリー語は口をそんなに大きく開けず、抑揚も少なくて淡々としています。接尾辞がすごく多く

て、語順によって強調される場所が変わるので難しいです。特に「ü」と「ö」と「R」の発音はまだう

まくできません。 

９． 社会の様子 

ブダペストではホームレスの人をよく見かけます。外食で残した料理は捨てるかホームレスにあげる

かを選べるのも驚きでした。街には落書きも多いですが、あまり上手ではありません。肥満の人は日

本よりも多い気がします。 

ハンガリーはエコの文化がとてもあって専用のラベルがついているペットボトルは 40円ほどで還元し

てくれるというシステムがあります。 

10.交通 

移動はバス、地下鉄、路面電車、徒歩が多いです。路面電車の停留所は徒歩 10分くらいの間隔でアプ

リを使えば行き方や所要時間がすぐにわかるので便利です。 

11.異文化交流 

ハンガリーの人は日本人を中国人だと思っている人が多いらしく、ホストの兄弟から「犬や猫を食べ

るのか」と聞かれて驚きました。ただ、差別を受けるようなことはなく、ホストファミリーはとても

優しいです。兄弟とは夜に一緒に FIFAをするなど、仲良く過ごしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（担当/秋谷貴也君） 


